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プログラミング



⾃⼰紹介
名前 : 夜鍋 ヨナ(よなべ よな)

X(Twitter) : yonabeyona, yonabeyona_sub

Discord : yona_47

その他
ComputerScienceが好き
数学勉強中
物理も勉強中
ComputerScienceの中でも、
ComputerArchitectureが好き
最近⾔語学も興味あり
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今⽇やること
⽣成AIサービスとかの動向調査
⽣成AIといっしょにシステム作った
事のいきさつ
システム概要
⼤変だったこととか
感想
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⽣成AIといっしょにシステム作った
概要

1. arXivの論⽂を
2. Geminiに要約してもらって
3. NotionDBに投げると
4. うれしい

6



⽣成AI系サービス使ってますか?

ChatGPT
Claude
Perplexity
CommandR
Gemini
Groq
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LLM使ってますか?

GPT3.5
GPT4
Claude3.5
Gemini-1.5-pro
command-r
LLaMa
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⽣成AIとかまとめ

企業名 サービス名・
LLM

特徴

ChatGPT GPT3.5, GPT4
3.5は無制限、4oは80回/3h制限。Code Interpreterで⾊々処理
してくれる

Anthropic Claude 3 こちらの雑な指⽰を汲み取ってくれる能⼒は⼀番⾼い。
Artifactが神。

Cohere CommandR 2024年初頭に⼀瞬だけ話題になった。モデルがオープン。

Google Gemini チャットもAPIも無料!急げ! 1Mコンテキストウィンドウでた
くさん⼊⼒できるぞ

Groq
(オリジナルな
し)

爆速。未だ無料。コンテキストウィンドウちょっと⼩さいか
も 8k

Perplexity Sonner 検索していい感じにまとめてくれる。Wikiページ⽣成もする
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最近はコーディング⽀援もある
GitHub Copilot
https://docs.github.com/ja/copilot/using-github-copilot/getting-code-suggestions-in-your-ide-
with-github-copilot

Cursor Editor
https://www.cursor.com/

Continue.dev
https://www.cursor.com/

エディタだったり、プラグインもできている
すでに作成しまくった領域なら、タブキーを連打するだけでコードが完成するとかいう噂も
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動向調査は⼀旦終わり
進歩が早すぎる!!!!!

すごいことはわかるが、それを実感するのは難しい
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こんだけすごいなら……
AIでなんかプログラミングしてみるか
せっかくならアプリも作りたいかも?
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事のいきさつ
2023年の真ん中

GPT3.5なんて、いうてまだまだstack overflow botでしょ → 敗北
単純なライティングなら…… → 敗北
AIに知性で敗北しました。現代のシェヘラザード強すぎ。

2024年の最初らへん

AIと勝負したらだめなことはわかった
じゃあAIを使役する側に回ろう
お、上流の軽い設計とかコメントつけるのとか早いな
お、簡単なプログラムなら書いてくれるな……
もしかして、要件定義しっかりしたらAI産100%のコードでアプリとか作れるのでは?
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作ったアプリ(頓挫含む)

graphical PDF editor
⼿書きでPDFにメモしたいな(閲覧したいな)
→頓挫

書籍管理システム with Spreadsheet
バックエンドの選定難しかった
ちょっと便利なSpreadsheetに終わった
→ α版(?)で投げ出した

論⽂ポッドキャストのYouTubeチャンネル
ずんだもんに論⽂読んでもらう
(ヨナが)APIの話とかHTTPの話とかわからなすぎた
→ 思ったより、やること知らないこと多くて頓挫

arXiv to Notion
ローカルの論⽂をgeminiで要約、ローカルのPDFをNotionに追加はあった
→ arXivから論⽂引っ張ってきてWEBだけで完結しねえかな 14



graphical PDF editor
2ペインにして、左にPDF1ページ、右にノートを作る
PDF1ページに対して、ノートを何ページもあるような形にしたかった
Pythonでモックを作って、ブラウザで動くようにしたかった
モックを作って満⾜してしまった

2023年12⽉〜2024年1⽉ごろからChatGPT4と作った(Omniじゃないよ)
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書籍管理システム with Spreadsheet
本棚が崩壊してきたので管理だけはしたい
電⼦書籍と物理書籍でダブる事故を減らしたい
バーコードリーダーでやると楽しそう
デバッグはしてくれなくて⼤変

2024年1⽉ごろにGeminiで作った(Versionは1.0?)
AiStudioじゃなくてチャットで作った(旧Bard)
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論⽂ポッドキャストのYouTubeチャンネル
論⽂に触れたいので、ポッドキャストを作りたかった
ずんだもんに読ませれば⽐較的楽しい可能性
YouTubeに上げれば出先でも⾒れるなあ
やることが多すぎて断念してしまった
VOICEVOXのサーバーをローカルに⽴てて満⾜してしまった

2024年3⽉ごろにChatGPT4と作った
デバッグはしてくれなくて⼤変
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arXiv to Notion
今回の話

arXivの論⽂読みたいけど、英弱なので読めない

Geminiに翻訳させたい

落合フォーマットに従わせたい

Notionに乗せたい

α版ができた
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arXiv to Notion の システム概要
1. ⽇付、カテゴリを指定してarXivで検索する

https://arxiv.org/
2. Jina APIでHTMLページをLLMに⾷わせやすいように加⼯する

https://jina.ai/
3. Geminiに本⽂を渡して、落合フォーマットに従って抄録を作らせる

https://aistudio.google.com/
4. 抄録をNotionDBに乗せる

https://notion.so
5. 嬉しい

https://github.com/yonayona4747/arxiv-notion/tree/main
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開発フロー
1. 要件を定義する
2. 要件定義をLLMに投げて、コードをモジュール単位で設計してもらう(Claude 3.5 sonnet)
3. そのうちClaudeのコンテキストウィンドウから漏れ出す
4. 丸ごとコピーして、Geminiに投げる
5. Geminiをしばきながらコードを書かせる
6. 微妙だと思ったところは即時直させる
7. ⼿元のPCにコードをコピペして動作確認
8. デバッグは⾃⼒
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⼤変だったこととか
最初はDifyにやらせようとしたけど断念
ローコードを使えるのはコードが書けるやつ、そいつはコードを書く

AiStudioがやり取りを⾃動で保存してくれなくて詰みかける
勝⼿に保存してくれ。君だけだぞ。

設計がうまいLLMがあるので使い分けたほうがいい(かも)
ClaudeのArtifact機能が神がかってる。

AIはデバッグしてくれない
結局⼈間が責任を持って動作確認するのは変わらんのか……
シンギュラリティはよ

ブラウザとエディタの⾏き来が少し⾯倒
次はCursorとかContinue.devとか使っていい感じにしたい
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感想
要件定義で「そういえば考えてなかった」の部分はAIも曖昧に実装する
健全なプロダクトは、健全な要件定義書・基本設計書・詳細設計書に宿る
最近のAIは融通がきくので、途中で仕様変更しても反逆してこない(場合もある)
AIでプロダクトを作るときは、どれだけ完成像を明確にイメージできるかの世界
フリーレンみたいだね

モックを作るだけならすぐできるからみんなやろう
最近のAIサービスは無料化が激しいから使おう
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要件定義で「そういえば考えてなかった」の部分はAIも曖昧に実装する
健全なプロダクトは、健全な要件定義書・基本設計書・詳細設計書に宿る

この辺は⼈間が設計/製造しても同じですね。
上流が曖昧であるほど、下流で苦労する。何度泣かされたか。
そして発⽣する無慈悲な仕様変更

AI相⼿ならやり直しも早いし、⽂句も⾔ってこないのでまあ楽。
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最近のAIは融通がきくので、途中で仕様変更しても反逆してこない(場合もある)
ちょっと前までプロンプティングが流⾏ってたがもはや必要なく感じる

AIでプロダクトを作るときは、どれだけ完成像を明確にイメージできるかの世界
フリーレンみたいだね
あなたの頭の中にあって⾔語化してないものがAIに察せれるわけがない
ヒアリングを駆使するといいかも

モックを作るだけならすぐできるからみんなやろう
最近のAIサービスは無料化が激しいから使おう
APIだとまだちょっと⾼いかも? Geminiなら無料!!!!

27



⽊曜⽇はOSS/個⼈開発集会
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⽊曜⽇はOSS/個⼈開発集会
もうちょい詳しい話をするので興味あれば
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